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課長代 理・係長

一

一号

跼:川 填泣
係 員

-
冫、か ｉ

（件名）『武雄市地域安心・安全情報提供業務』企画提案競技にかかる

応募事業者によるプレゼンテーションの実施について （ｲ司い）

標記の件について、下記の通り応募事業者によるプレゼンテーションを実施してよいかお

伺いします。また、応募事業者に対し、別紙の通り開催通知を送付して良いかあわせてお伺

いします。

記

１．応募事業者　１社

オープンデータシティ武雄推進コンソーシアム（JV）

代表者　　株式会社　SHIS　 代表取締役　杉山　隆志

２。プレゼンテーション実施日時・場所

平成２５年５月２７日（月）午後１時３０分～　　武雄市役所３階会議室

３。スケジュール

午後１時３０分～

午後１時３５分～

午後１時５０分～

午後２時０５分～

４。選定委員名簿

宮下　正博

松尾　満好

末藤　勇二

中野　博之

平川　剛

(意見)

開会

応募事業者によるプレゼンテーション

質疑応答

業者退室・選定会議

つながる部長

政策部長

くらし部福祉課長

政策部総務課長

つながる部企画課長
柿か 俯諏ｲ扣ぺ夜討:谺奏/お
びえ? 歸／Ｕ吋ヽ ㈲ヶ ）

日



様

平成 ２５年５月２４日

つながる部

フェイスブック・シティ課長　山田　恭輔

「武雄市地域安心・安全情報提供業務」企画提案競技にかかる

選定委員について（依頼）

このことにつきまして、下記のとおり応募事業者によるプレゼンテーションを実施いた

しますので、業務多忙の折誠に恐縮ですが、提案評価・選定委員をお引き受けいただきま

すようお願いいたします。

記

１。プレゼンテーション実施日時・場所

平成２５年５月２７日（月）　１３：３０～ 市役所３階会議室

２。スケジュール（予定）

１３：３０～　　　開会

１３：３５～　　　応募事業者によるプレゼンテーション

１３：５０～　　　質疑応答

１４：０５～　　　業者退室・選定会議

３。評価について

24 日までに応募事業者から提出された提案書を、事務局で提案書評価を行います。

各評価委員様には27 日に事務局１次評価済みの評価票をお配りしますので、プレゼ

ンテーション評価をお願いします。



オープンデータシティ武雄推進コンソーシアム

代表者　　 株式会社SHIS

代表取締役　杉山　隆志　様

武市フ第　１０１　号

平成２５年５月２４日

武雄市長

(公　 印

樋渡　啓祐

省　略）

武雄市地域安心・安全情報提供業務企画提案競技にかかる

応募事業者によるプレゼンテーションの実施について（依頼）

この度は、表記企画提案競技にご応募いただき誠にありがとうございます。

つきましては、実施要領に記載しておりましたプレゼンテーションを下記のとおり実

施いたしますので説明者の派遣をお願いします。

記

１。プレゼンテーション実施日時・場所

平成２５年５月２７日（月）　午後１時３０分～

武雄市役所３階会議室にて

２。スケジュール

午後１時００分～

午後１時３０分～

午後１時３５分～

午後１時５０分～

午後２時０５分～

応募事業者によるプレゼンテーション準備

開会

応募事業者によるプレゼンテーション

質疑応答

業者退室・選定会議

【担　　当】

武雄市つながる部

フェイスブック・シティ課　情報係

古川　　電話(0954)  23-9121



〔様 式1 〕

武雄市長

樋 渡 啓 祐 様

提出事業者名

代表 者名

平成25 年５月17 日

株式会社SHIS

福岡県福岡市博多区博多駅東1-

代表取締役　杉山　隆志

企画提案競技への参加について

総務省委託事業「武雄市地域経営型包括支援グラウトモデル実証事業」に関する「武雄市地

域安心・安全情報提供業務事業」受託業者選定に係るプロポーザル方式に基づく企画提案競技

に下記の通り参加を希望します。

１

記

提案業務

武雄市地域安心・安全情報提供業務事業

２　提出書類

① 会社概要（１部）

② 事業実施体制（１部）

③ 公共機関からの受託実績一覧（公共機関名、受託内容、期間を明記) (IS

④ISMS 証書（1部）

提案者所在地：福岡県福岡市博多区博多東1-17-1

福岡県東総合庁舎４階オフィス８

担当者氏名：芝川　洋介　担当部署：福岡オフィス

電話:092-986-2752　FAX : 092-986-2836

25,‘5 ごIJ.7



目 録

(企画提案協議参加希望に係る資料)

・ 企画提案協議への参加について（様式１ 企画提案協議参加希望書）

・　共同企業体資格審査申請書

・ 企業連合協定書（複写）

・　会社概要

一　実施体制

・　事業実績一覧

・ISMS 証書



(様式第１号)

武雄市長

資 格 審 査 申 請 書( 共 同 企 業 体)

様

平成25 年 ５月17 日

共 同 企 業 体 の 名 称

オープンデータシティ武雄推進コンソーシアム

共同企業体　　　　　　　、商号及び代表者名

福岡市博多　　　　　　　7-1福岡県東総合庁舎４階オフィ

株式会社

瞿

取締役社長　　杉山　隆志

共同企業体の構成員　　　　　　　　゙代表者名

東京都江東区豊洲

本ユニシ 株式

■

長　　黒川　茂

佐賀県武雄市北方町

株式会社デイ・ソフ

■

長 滝内 冬木

東京都港区虎ノ門４-

株式会社グルージェ

ワーズ11 Ｆ

EO　 栗原　 傑享

今般、「武雄市地域安心・安全情報提供業務事業」において、連帯責任によって業務委託

の共同施工を行うため､株式会社SHIS 代表取締役社長　杉山隆志　を代表者とするオープ

ンデータシティ武雄推進コンソーシアムを結成しました。　貴市発注に係る業務委託の公募

に参加するため、企業連合協定書を添えて資格審査を申請します。

なお、この資格審査申請書のすべての記載事項は、真実と相違ないことを誓約します。



,･|

武雄市地域経営型包括支援グラウトモデル実証事業

に関する包括的業務委託企業連合協定書

巨利

(目的)

第１条 当企業連合は武雄市地域経営型包括支援グラウトモデル実証事業を共同連帯し

て実施することを目的とする。

(名称)

第２条　当企業連合は、 オープンデータシティ武雄推進コンソーシアム　と称する。

(事務所の所在地)

第３条　当企業連合は、事務所を　株式会社SHIS　 に置く。

？

●

(成立の時期及び解散の時期)

第４条 当企業連合は、平成25 年５月17 日に成立し、本業務に関する武雄市との契約

(以下、受託契約という) の履行期間終了後１年を経過するまでの間、存続するもの

とする。

２　前項の期間は、構成員全員の同意を得て、これを延長することができる。

（構成員）

第５条　当企業連合の構成員は、次のとおりとする。

（１） 名称　　 株式会社SHIS

（2 ） 名称　　 日本ユニシス株式会社

（３） 名称　　株式会社デイ・ソフトウェア

（４） 名称　　株式会社グルージェント

(構成員の責任)

第６条 構成員は、それぞれの分担業務の進ちょくを図り、受託契約の履行に関し連帯

して責任を負うものとする。

(代表構成員)

第７条　当企業連合は、』鮑回虫SHIS を代表構成員とする。

１



-

（代表構成員の権限）

第８条 当企業連合の代表者は、本
業務の受託に関し、当企業連合を代表して、次の

権

限を有するものとする。

（１）武雄市及び監督官庁等と折衝する権限

（２）代表者の名義をもって武雄市との本業務に関する受託契約の見

積
、入札、締結並びに受託

契約の委託代金の請求及び受領をす

ることに関する権限

（３）入札及び委託代金の受領に関する復代理人の選任についての権限

（４）当企業連合に属する財産を管理する権限

（５）その他本業務に関して必要となる一切の事項を執行する権限

（業務の分担）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｉ

第９条　各構成員の業務の分担は、
別紙１に定めるところによるものとする。

２ 別紙１に定めがない業務が発生
した場合には、構成員で協議し分担を定める

ものと

する。

(構成員の必要経費の分配)

第１０条 代表者は、各構成員がその
分担業務を実行するため、第８条第２号にもとづ

き武雄市から受領した委託代金を第２項に定める分配額のとおり平成26 年４月
末日

までに各構成員に分配のうえ支払うものとする。

２　各構成員の分配額は、別紙１に定めるところによる。

３ 別紙１に定めがない業務が発生した
場合には、構成員で協議し、各構成員の経

費分

担を定めるものとする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

゛

(構成員の相互間の責任の分担)

第１１条 構成員がその分担業務に関
し、発注者及び第三者に与えた損害は、

当該構成

員がこれを負担するものとする。

２ 構成員が他の構成員に損害を与えた
場合においては、別紙１に定める賠償責任

を負

担する構成員の自己の分配額を上限として、賠償責任を負うものとする。

３　前項の上限は、発注者及び第三者に発
生した損害の賠償責任を負担した構成員が

、

当該損害の原因となった業務を分担している他の構成員に求償するときは適用され

ないものとする。

４ 前３項の規定は、いかなる意味においても第６条に規定する構成員の責任を免れ
る

ものではない。

２

－ 〃
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(権利義務の譲渡の制限)

第１２条 構成員は、発注者及び構成員全員の承認がなければ、本協定書に基づく権利

義務を第三者に譲渡することはできない。

(本業務の履行中における構成員の脱退に対する措置)

第１３条 構成員は、発注者及び構成員全員の承認がなければ、当企業連合が本業務を

完成する日までは脱退することができない。

２　構成員のうち本業務の履行中において前項の規定により脱退したものがある場合、

残された構成員は共同連帯して当該構成員の分担業務を負うものとし、発注者の指示

に従い本業務を完成させるものとする。

３　前項の規定に従い、新たに費用が生じた場合には、脱退したものの負担とする。

(本業務の履行中における構成員の破産又は解散に関する措置)

第１４条　構成員のうちいずれかが本業務の履行中において破産又は解散した場合は、

残された構成員は共同連帯して当該構成員の分担業務を負うものとし､ 発注者の指示

に従い本業務を完成させるものとする。

２　前項の場合においては、前条第２項及び第３項の規定を準用する。

(かし担保責任)

第１５条 受託契約にもとづく成果物の引渡し後１年以内にかしが判明したときは、当

該かしに関する分担業務を受け持つ構成員は速やかに修復作業を実施するも

のとする。

２ 構成員のうち本業務の履行中において第13 条又は第14 条の規定により脱退したも

のがある場合、第13 条第２項及び第３項の規定を準用する。

（秘密保持義務）

第１６条 各構成員は、この協定書に関連して他の構成員から開示された技術上、販売

上その他業務上の秘密を、当該開示者の文書による承諾なくして、当企業連合の存続

期間中はもとより、当企業連合の解散後３年間は、第三者に対して開示、漏洩しない

ものとします。なお、各構成員は、秘密情報を他の構成員に開示する場合には、秘密

である旨の表示を行うものとします。ただし、次の各号のいずれかに該当する情報は

秘密情報から除くものとします。

（１）開示の時点ですでに公知のもの、または開示後秘密情報を受領

した当事者の責めによらずして公知となったもの

（２）構成員が開示を行った時点で、開示を受けた他の構成員がすで

３
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･･:≒き

＿ｊ..1 びJ･

･-’亠■･皿 ’



に保有しているもの

（３）第三者から秘密保持義務を負うことなく正当に入手したもの

（４）開示された情報によらずに開発されたもの

(管轄裁判所)

第１７条 本協定書に関し紛争が生じた場合には、東京地方裁判所を第一審の専属的合

意管轄裁判所とする。

(協 定 書 に 定 め の な い 事 項)

第 １ ８条 こ の協 定 書 に定 め の ない
事 項 は 、 運営 委員 会 に お い て 定 め る も の

と し 、 本業

務 の 履 行 に関 し 特 に必 要 があ る事
項 に つ い て は 、発 注 者 と 協議 の 上 決 定 す るも の

とす

る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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株式会社SIIIS 、日本ユニシス株式会社、株式会社デイ・ソフトウェア、及び株式会社

グルージェントは、上記のとおり「武雄市地域経営型包括支援グラウトモデル実証事業

に関する包括的業務委託企業連合協定書」を締結したので、その証拠として協定書４通

を作成し構成員が記名押印の上各自１通を所持する。

平成25 年　５月　17 日

崖既.( 所 在圈
……
福岡県 驤 隰

商.夛ス 艮 名.狸..
….
株式 会批 旦1

代表者 職氏 名..
……
代表取締笳

-17-1　 （代表構成員）

三＼礬Ti
住 所 （ 所 在 地 ）　 佐 賀 県

㎜ 韆 ■■ ■ 晶 一 晶 ■ 晶 晶 ■- ■ ■ ■ 晶- ■ 韆■ ■ 僵 ■ 晶 ■ ■■ ■ ■ ■ ■- ■d ■- ■- ■- 一

商 号 又 は 名 称　　 株 式 会

心-S-------- ■--･ 黝･･- ■------･ ㎜･ 一 呷-- ■------- 一

代 表 者 職 氏 名　　 代 表 取

- 晶 韆 晶 晶 晶 晶 驫 ■--- 儷 晶 一 晶晶 一晶 ■ 晶 晶 晶 ■晶 晶 ■ 皿 ■-- ■-･-------･

住 所 （ 所 在 地 ）　 東 京

-■-㎜心----- ■---------- ■----･-･¥ 一-------

商 号 又 は 名 称　　 株 式 会 社

------------- ■------■-q---一睿-･･--■-----･･---･-

代 表 者 職 氏 名　　 代 表 ］

晶･-9 響晶晶晶晶･W-----･-･ 一響響･･････- 晶晶･･･¥一･-晶

: 久1199-4

- ■■-■■■仙------･ φd

ウ ェ ア

舳-･-･a 一呻--d-

冬 夫

㎜---- ㎜--㎜---㎜--w-

1-28 虎 ノ 門 ク ワ ー ズ11F　 （ 構 成 員 ）

-i〃----･--一番一盞-■-■一番---･鞠睿--二一盞-一番一疊盞-■■■--
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オープンデータシティ

構成員会社概要

H25.5.17

株式会社ＳⅢＳ

日本ユニシス株式会社

株式会社デイ・ソフトウェア

株式会社グルージェント



株式会社ＳⅢＳ

会社概要
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Information

ニインタラクトな
………………社 会 を 目 指 し て

イ､jン･ タ　ラ　クレト Ｘ デ ザ イ　ン

SⅢSでは､地域･組織 一人 がそれぞれの活

動単位で独立し､その関わり合いが循環

するネットワークとなって､良い影響を及

ぼしあえる 社会を｢ インタラクトな社会｣

と呼んでいます、 わたしたちSIIISは､ イ

ンタラクトな社会を目指し.企画.戦略､設

計､開発､そしてそれを伝える活動､｢ モノ｣

と｢コト｣ のすぺてをデザインします．



SIIIS lnC 。

株式会社SIMS

info@siiis.com

イ ン タ ラ ク ト × デ ザ イ ン

SⅢSは｢インタラクトＸデザイン｣をキーワードに活動しています。｢ インタラクト｣とは､もの

や現象がお互い触れ合い､唇き合って影響し合うことと定義しています｡かかわることによって、

よい影響を受け､それぞれの能力を出し合えるような仕組みをデザインする､それがSⅢS の掲

げるインタラクション×デザインです。　| 丁技術を本当の意味でのコミュニケーションツール

として駆使し､人と人とのつながりを強化し､高め合うようなサービスをデザインすることを心

がけています。
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く ら し を か え る 、働 き 方 を か え る 、世 の 中 を か え る

インタラクション×デザインを重ね､分散ネットワーク型社会が実現すると､地域コミュニティの

あり方が変わっていくと信じています。　 コミュニティのあり方が変われば､人と人の関係性

にも変化が起こり､地域でビジネスを循環させることも可能になるはずです｡どこでも仕事やコ

ミュニケーションを取ることの敷居か下がり､働き方をも変えることができます｡そして､コミュ

ニティが活発化していくと地域自治体とも良い影響を及ぼしあい､地域社会が自立した経済圏

として､世界と相対した関係を築いていけるｰ 。　 そういう世の中を､わたしたちSⅢSは実

福岡オフィス〔本社〕
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Phone ：０９２ ９８６ 2752

Ｆａ(５１ｍｉｌｅ：0929862836
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Phone : 092 986 2752

Facsimile : 092 986 2836
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会社概要

殷立

2011 年5 月２日

主要株主

サイオステクノ囗ジー株式会社

杉山隆志

資 本 金

４９,０００,０００ 円

代 表 取 耙 役 社 長

牧 紛 役

取 玲 没

取 祠 役

社 員

Ｂ 人

杉山馨志

訶多伸夫

栗原愕.７

寓田正秀

事 業 概要

Tｗillel'､Ｆａｃｅｂｏｏｋな どのソ ーシ ャ

ルメデ ィアを 活川 した･地 域 活 性 化.

？－ ケ ｙインクコン リ儿 ｙインク. ヌ

･？一トフォンを活 川 した名 種 り･一|ゴ

ス 企 画- 開 発

「
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こ の 責 料 に は
．
日 本 ユ ニ シ ス 株 式 会 社 が 保 有 す る 秘 密 情 報 が 含 ま れ て い ま す

こ の 資 料 に 含 ま れ る 情 報 は

．

日 本 ユ ニ シ ス 株 式 会 社 の 資 匣 で あ り. 許 可 な く

使 用･ 複 製･ 閠 示 す る こ と は で き ま せ ん ．
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日本ユニシスグループは､ 事業方針に基づく戦略立案から、システム化範囲･方針の作成､システム移行･本稼動、

運用･評価･改善まで、一貫したITサービスで、お客様の価値の創造を支援します。

１ 日本ユニシス株式会社(Nihon Unisys, Ltd.  )
立

者

金

高

表

本

上

設

代

資

売

従 業 員

株　 主

事業内容

事業所

昭和33 年(1958 年)3 月29 日

代表取 締役社長 黒川 茂

54億8.317 万円　 東証Ｔ 部上場

連結:2.529 億89 百万円

単体:1,644 億80 百万円(2011 年3 月期)

4.539名　　 グループ9,417名(2011 年3 月31 日現 在)

三井物産株式会社27.8% その他72.2%  (2011年3 月31 日現在)

コンサ ルティングサービス､IT ソリューション､ アウトソーシングサ ービス、

サポートサービスおよびシステム関連サービスの提 供、

コンピュータシステム( ハードウェア、ソフトウェア) の販売

本　　社　　： 東京都江東区豊洲1-1-1

中国支店　　： 広島県広島市中区大手町2-7-10 広島三井ビルディング

その他事業所 ： 関西支社、中部支社、九州支社

北海道支店､東北支店､新潟支店､北陸支店､静岡支店

東京ベイ開発センター

圜 日 本ユニシス・エクセリューションズ

3次元ＣＡＤ/ＣＡＭシステム、住宅ＣＡＤシステム、

ビジネスソリューションの開発･ サービスを提供

曚 ケンブリッジ･テクノロジー･パート;夕≒ズ

企業変革の構想策 定からIT導入まで広範 囲な

フアシリテーション型コンサルティングを提供

圖 エヌユー知財フィナンシャルサービス

企業評 価に不可欠 な企業の特許､ 技術評価に

係わる情報提供を通じて、金融･ 企業調査 機関の

ニーズに対応

區 インテクストラ

知的資産経営の実現に向けた戦略立案､ 事業

強化等の意思決定に資する情報システム

Stra VisionRの提供 、コンサ ルティング

ネ ット ワ ー ク 基 盤 構 築･ 運 用･ 保 守 、設 備 設 計･

工 事 等 、幅 広 いＩＣＴサ ー ビ ス を 、ベ ン ダ ー を

問 わ ず 高 い 顧 客 満 足 度 で 提 供

に ネ ット マ ー ク ス

ユ ニ フ ア イド･ コ ミュ ニ ケ ー ション 、情 報 セ キ ュ リテ ィ ．

監 視 サ ー ビ ス を 中 心 とし た よ り 高 度 な ネ ット ワ ー ク

活 用 の 提 案 と 構 築

この資料には. 日本ユニシス株式会社が保有する留密情報が含まれています．
この資料に含まれる備報は. 日本ユ＝シス株式会社の資産であり.許可なく

使用･複製･開示することはできません．

札幌テクノセンター

USOL ホールディングス

USOL 中国､USOL 北海道､USOL 東北 、USOL 東京

ＵＳＯＬ中部､ ＵＳＯＬ関西､ ＵＳＯＬ九 州、USOL ベトナム

先進汀とお客様の企業戦略を結びつけ､ 高い技術と

戦略構想力で､ お客様に最 適なソリューションを提供

圜 国際システム

沖縄県内 外において､ 最 新IT 技術とノウハウを

活かして地 域に密着したサ ービスを展開

G&U システムサービス

大型のITフルアウトソーシングと、流通/ 製 造分野の

ソリューション開発および適用 のビジネスを展開

国 ’i一エイト

流通 小売業向けシステム、クレジットシステムの

開発･ 運用･ 保守､ および流通小売業 への

ソリューション適用

盾エイタス
臨 ‰ 詫 言 薪 昌 影 韲

隠
トレードビジョン
ｍ ｸﾞ|ｹﾞ基幹↑務のTウト

All Rights Reserved. Copyright c  2012 日 本ユニシス株式会社
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圜 品 質 保 証 へ の 取り組 み

社 会インフラとしての 情報システムに求められる品 質レベルが従来より遥かに高くなっているなか、

日本ユニシスグループでぱQuality First”という品 質ピジョンを掲げ､ 品 質保証の体制･仕組みを構

築しています。この仕組みを通じて、日本ユニシスグループはソフトウェア､ ハードウェア､ サービス

について徹 底した品質保証を行い､｢ システムの開発から保守･ 運用まで安心して任せられる企業｣

をめざしています。

そのために､ 社内標準として定めたプロセスに従い、開発･ 保守･運用などの作業を行うことで品

質を維持するとともに､ お客さま視点で継続的なプロセス改善を行うことで､ さらなる品質向上を図っ

ています。例えば､ 開発の各工程終了時は､ 約200 項目の基準をもとに各工程成果物が次工程に

進んでも良い品 質レベルにあるかどうかを評価し､ 早い段階 から品質の確 保に努めています 。また、

お客さまにご 満足いただける情報システムとサービスの提供ができるよう品質保証 体制を整 備する

とともに、｢お客さま満足｣ に関する調査を､ グループ会社全体での横断的な品 質改善活動に反映さ

せる仕組みを構 築しています。

私たち日本ユニシスグループは､ 品質の高いサービスを常にご提供し続け、お客様第一主義を貫

くことを経営 理念に掲げ､ その決意を｢U&U  (Users & Unisys)｣というフレーズに込め､ 決して揺らぐこ

とのない指標としています。

付和鰰鰰(⑤説 鱗 炎炎倍 額言言函恰幃雀 難回水谷千千回不才宍ﾐl.･'‘;･ぎ こi 隧･ Ｎ ｔ･;‘ 。 こ 辿 汾 １１ ２ 応 対.､‘ ぶ Ｑ ぷ 琢･ 爬 だ 慳･,髻 賊 弋! び5 ご.が 暝 球 尨ｙ ら, ぷヽ ｘ･ べ ９ り ．豕 一卜､ …………!t,･.j･･气･‘'･､･;･,-･･､｀: ，.･ヽ '.:.lf1.1.''‘,･･゙ ･l、'･.I',･t.｀･,21,F，

IS09001 認定

国際標準化機構による品質マネジメントシステムの国

際規格で､ 品質保証と顧客満足を目指す規格です｡品
質を保証する管理基準を明確にした企業の証明です。

弊社は､ 官公庁･自治体向けパッケージソフトウェアの

設計･開発及びサービス(納入品の保守)提供において、

ISQ/JIS9001 の認証を取得しております。

高品質な運用サービスをご提供するため、弊社ではコ

ンピュータシステムの運用一管理業務に関する体系的な

ガイドラインである、ITIL※に準拠した､ITサービスマネジ

メントシステムを実践しております。

n'サービスマネジメントシステムとは、お客様のニーズ

に合致した適切なITサービスを提供するため、その運用

の維持管理ならびに継続的改善を行っていくための仕組

みのことです。

弊社のグラウトサービスは､ITサービスマネジメントの

国際的標準規格であるITMS 552145/ISO 20000 の認

ります。

※ITILdT Infrastructure Library)とは､ITサービスマネジメ
ントのベストプラクティスをまとめた､公開されたフレームワー
クのことです。

一〇翩
ITMS 552145/

ISO/IEC2QOOO 認定

工 一二.･ ………ふ幺l コ£ こ こ に･三 二 ご 心 － 二 二･ 二 こ 立 二.. ぷ………_.-l.こ.:ノ ー‥:……已･.‥　－；'.こ，

この資料 には．日本 ユニシス株式 会 社が 保有する秘 密僚 報が含まれています．

この賢 興に含まれる惴 糶は．日本'・一シ ス株式会 社の質 屋であり. 許可なく

使用･複裂 一同 示することはできません．
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國 情 報 セ キュリティ管 理 へ の 取 り組 み

平成13 年(2001 年)10 月１日、日本ユニシスは日本初の､ フルア､ウトソーシング事業を展開する企

業としては世 界で初の、情報セキュリティ管理 の英国規格BS7799 の認 証を受けました。

アウトソーシングビジネスや､ インターネットの急速な普及による電 子商取引 の急激 成長にとも

なって､ユーザ情報や製品情報などの重要なデータの紛失、漏洩、書き換え、ハッカーなどによる不

正アクセス、ウィルスなどの被害増大の危険 性にいち早< 取り組み、すでに策 定済みだったポリシー

をさらに強固 にした情報セキュリティポリシーを策定して､ 情報セキュリティ管理を強化してきたこと

が評価されたものでした。

その後も情報セキュリティ管理 に対する取り組みを徹底し､ 平成14 年(2002 年)5 月28 日には情報

セ　ユ1 －　マ 、ジメントシスーム滴心ISMS の叨i　　 ’Ｓ、さらにISQ/IEC27001 、プライバシー

マークといった情鯔セキXJ ティ管理には不可 欠の認証の_取得 に､ グループ全 体で取り組んでまい

りました。

今後もお客さまの 信頼に応えるため、お客さまの経営情報や情報システムに携わる立 場として、

お客さまから常に安心･ 信頼いただける企業であり続けるよう､セキュリティレベルの着実な向上を

図ってまいります。
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お客さまの経営情報や情報システムに携わる立場とし

て、お客さまから常に安心･信頼いただける企業であり続

けるよう､セキュリティレベルの着実な向上を図っており

ます。

弊社は､ 役員を始め全従業員に情報セキュリティの重

要性を認識させ､ 継続的に啓蒙･教育を実施しておりま

す。

情報セキュリティ管理の国際標準規格ISQ/IEC27001

を取得しております。
そのノウハウを活かして、国際標準の情報セキュリティ

管理に準拠した､ ハイセキュリティなアウトソーシング

サービスをご提供いたします。

目 ０ 關

●`1･l●　　　　　　　 卜s゙●゚

IS0/IEC27001 認定
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プライバシーマーク

プライバシーマークは個人情報保護法および日本工

業規格｢個人情報保護マネジメントシステム(JIS Q

15001:2006)｣で､ 個人情報の適切な保護のために体制

を整備している企業に対して認定･付与されるマークで

す。

企業が取得する個人情報および企業が保有する個人

情報の利用目的を明確にする、個人情報の適切な取扱

いと保護の重要性を認識した企業の証明です。

この資料 には．日本ユニシス 株式会社 が保有する秘窟 情報が含まれています，

この資料 に含まれる情 服は．日本ユニシス株式 会紅の資苣であり. 許可なく

使用･ 複製･ 闢示することはできません． All Rights Reserved, Copyright 0 2012 日 本ユニシス株式会社
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圖 環境マネジメントへの取り組み

日本ユニシスグループは､｢ITが地球のためにできること｣という理念のもと､企業として省資源、

省エネルギーに取り組むだけでなく､環境への取り組みを経営の最重要課題の一つとして位置付け

て事業活動を展開し､当社の製品やサービスを通じて、地球に優しいビジネスモデルの提供につと

めてきました。また、｢日本ユニシスグループ環境報告書｣の公表など、ステークホルダー(顧客､ 株

主など)との環境コミュニケーションへの取り組みも積極的に推進しています。

弊グループでは平成15年(2003 年)4月９日に、日本ユニシス株式会社が環境マネジメントシステム

の国際規格IS014001 の認証を取得。その後、平成17年(2005 年)3月30日には､ グループ内の3社、

81拠点、161部門で認証を追加取得しました。

環境推進活動をＣＳＲ推進活動のひとつとして取り組み､｢IT が人と社会にできること｣を基本理念と

し､お客さまの事業価値を高めるITソリューションを提供するとともに､ 地球環境保全への取り組み

を経営上の重要課題に据え、｢環境に配慮した事業活動｣を着実に推進してまいります。

ﾌ …゚…万）jl鰤 鰰 鰰 に ］］　　難　．二泉（ 示巣 ﾌ一゙説 匸 上京

ﾊﾞ蜜 へ驟7韆
回 言?

IS014001認定

弊社は､ お客さまのコンピュータ機器およびソフトウェア

販売保守､ 情報システムサービスのご提供により､社会、

経済活動の効率化､ 生産活動およびサービス分野での

生産性の向上に寄与する企業として、「環境に配慮した

事業活動」を着実に推進いたします。

騒 電 子 自 治 体 へ の 取り組 み

住民ニーズの高度化、景気低迷による歳入 の減少など地 方自治体を取り巻く大きな環境変化に

対し､ＩＣＴを利 活用した行政改革 が重要であると認識しております。ＡＰＰＬＩＣに準 拠したパッケージと

基盤を組み合わせたシステムの構築や積極的な総 合行政ネットワーク(ＬＧＷＡＮ)の活用など､ 地

方自治体様が目指す電子自治体の推進に向け､ 積極的に貢献できるよう取り組んでおります。

ﾌ言゙鰰嶼灘言 ⑤和言綴綴㈲難綴難圉難
⑤

⑤　" で口貿?'

s

J⊇11;
緊 乱｡ 。

自治体様向け総合行政システムの共通基盤は、(財)全
国地域情報化推進協会(略称：ＡＰＰＬＩＣ)が展開する地

域情報プラットフォーム準拠製品です。

本製品は、同財団より｢地域情報プラットフォーム標準仕

様書lに準拠していること、同財団が規定するテストモデ

ル､テスト手順に基づく業務アプリケーション製品との相

(ＡＰＰＬＩＣ登録No.  K000410-0001 、K000410-0002)

ぐ回Eｼ14sDEC

LGWAN-ASP 登録

弊社がご提案するグラウトサービスは、ＬＧＷＡＮへの

接続資格審査に合格し、財団法人地方自治情報センー

(ＬＡＳＤＥＣ)にＬＧＷＡＮ-ＡＳＰとして登録されているサー

ビスです。



１ 会社概要及び業務実績

日 本ユニシスの自治体グラウトへの取り組み
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・　 自 治 体 様 向 けグラウト サ ービ ス の 概 要

弊社では、｢ＩＣＴで地域にりーズナブルな革新を｣をコンセプトに､ 地域 への貢 献を目指す地 域ICT

サービスをご提 供しています。地域ＩＣＴサービスは、最新のグラウトコンピューティング 技術を採用し

たグラウトサービスの集合体で、自治体の業 務効率化を推進する自 治体ＩＣＴサービス、地域 協働型

の 街づくりを支援するパブリックＩＣＴサービスから構成されており、｢新IT改革戦略｣ が掲げる｢国民

の 利便性向上｣と｢行政運営の簡素化･効率化｣の具現化を目 指しています。

黝

自治体基盤サービ不 運用管理基盤

○○役場

○○市役所

Civicloud-Park ＯＯ区

加
圖 自 治 体 グラウト 開 発 実 証 事 業 へ の 参 画

佐賀県様 は、総務省による｢地方自治体が、各種業務システムを低廉 かつ効 率的に利用できる自

治体グラウトの整備｣を目的に行う｢自治体グラウト開発実証事業｣に､ 大分 県様､ 宮崎県様と共同

で採択されました。佐賀県様が開発実証事業で共同研究方式によって利用する、｢グラウトコン

ピューティング環境｣ の調達を行った結果、弊 社のグラウトコンピューティング基盤 が評価され､ 共同

研究先に選定されました。
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この資 料には．日 本ユニシス株式会 社が保有する秘歴 情報が含まれています．

この資tl に含まれる情報 は，日本ユニシス株式 会社の責産であり.許 可なく

使用･ 複製･ 閧示 することはできません．
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１　会社概要及び業務実績
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漣 無

_.４瓸だ棄泡勁ｒａ こと

日 本 ユ ニ シ ス の 自 治 体 グ ラ ウト 実 績

圜 大 竹 市 様 のCivicloud °採 用 に つ い て

大 竹市様は､ 次期基幹業務システムの構築について、事業者からの提案を審査をされた結 果、

○ 基幹業務システムの構築、運用に係るコストを従来方式と比べて大幅に削減

○ 基幹業務システムの運用が､ 堅牢 かつ高 度なセキュリティに守られたデ→ センターで

行われることから､甚大な広域災害 が発生した場合でも業務の継続が可能

○ 市民サービスの向上を支援する機能、職員の業務負荷を軽減する機能を多数 装備

○ 豊富な導入実績に裏づけされた基幹業務システムを安心に利用でき､ 安 全な環境を提供

との評価から､ 弊社がご提供する住民情報グラウト･サービスCivicloud ・ の 採用を決定されま

した。住民情報系基幹業務システムを、最新のグラウトコンピューティング技術を基盤に採用し、総

合 行政ネットワーク（ＬＧＷＡＮ）経由で利用する取組みは、中国地方では初となる本格 的自 治体グラ

ウトの導入事例です。　　　
【住民情報グラウト･サービスCivic  loudR】

･ ㎜-¶･●W'■■･●'･I● I-皿四㎜㎜･･㎜■●--〃-･
卜1. 住 基 系( 住 民 記 録

、
外 印鑑登録､ 住登外）

2｡ 税 系( 住 民 税 、法 人 住 民 税 、固 定 資 産 税4 軽 自 動 車 税)

３. 福 祉 系( 医 療 費 助 成 、障 害 者 福 祉 丿 介 護 保 険)j7 づ １……

Ｉ　　 ■●　　
－　　　　　－　・　・　　　　　　　 ｉ

４ ．国 保･ 年 金 系( 国 民 健 康 保 険 、医 療 費 支 援 、国 民 年 金)

-W･W 丶●.〃---
｜

こ=

」

卜 丿

劵 む

廱

Ａ市様

廱

B町様
廱

刀繙 ク雪 望 欝 顋 に自ｊ４ 曽 ぶ 嘸 蒿

広島県大竹市様　　　　　　　　　　L｢民間企業の環境とは分誑｣

・ グラウトサービスの実績 ＜敬称略＞

Ci▽icloudR 広島県大竹市､ 茨城県大子町

SAVEaid°
広島県安芸太田町､ 岐阜県瑞浪市､ 愛媛県西予市､ 長野県飯田市、

東京都町田市､ 埼玉県さいたま市

LIBEaid°
和歌山県有田川町､ 神奈川県鎌倉市(実証実験)、

静岡県立中央図書館(実証実験)、札幌市中央図書館(実証実験)

その他

佐賀県(自治体グラウト開発実証事業)

熊本県熊本市(情報公開サービス)

広島県庄原市(コンテンツマネジメントシステム)

ご提案パッケージ

九州地区18団体

北海道西いぶり広域連合共同利用(室蘭市､登別市､ 伊達市､ 壮瞥町)

長野県上伊那広域連合共同利用(伊那市､ 駒ヶ根市､ 辰野町､ 箕輪町､ 飯島町、
南箕輪村､ 中川村､ 宮田村)
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クラウドコンサルティ冫グ

クラウドサーピス販売

クラウドシステム樢癡

グラウトシステム運月支援

J諒 本社
瑟 邵 卵 輿冫l-‘8
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武雄市地づ安心・安全情報提迸業務ﾖ]鴦 肖施本制

地域経営型包括支援グラウトモデル実正事業

武雄市地域安心･安全情報提供業務事業

オープンデータシティ武雄推進コンソーシアム

【インフラ】

ユニシス

官公サービスニ部

【ＰＭ補 佐 】
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【SavcAid 】
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総務省
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Certificate　　　 回̈ｓ(ｗ・bmｕ)

of Registration

情報セキュリティマネジメントシステム

日本ユニシス株式会社

〒135-8560 東京都江東区豊洲1-1-1

上記組織が認証登録番号IS 96163 を保有し、また下記認証登録範囲の情報セキュリティマネジメントシステムについて

I SO/1 EC 27001:2005 / JIS Q 27001:2006 の要求事項に適合していることをここに証します。

認証登録範囲:

コンサルティングサービス、11 ソリューション、アウトソーシングサービス、サポートサービスおよびシステム関連サービス

の提供、ならびにコンピュータシステム(ハードウェア、ソフトウェア)の販売

2011年8月3日付適用宣言書 第1.5 版

認証登録番号:

A砌。int No:･

IS 96163

137161

For  and  on behalf  of BSI:

代表取締役社長 竹尾 直章

初回認証登録日:　2005/05/19

０ 恋翆

最新発行日:　2011/10/05

これは 掲示用認証登録証です、

本認証登録証の有効性はBSIグループジャパン株式会社

（Tel:03-6890-1171) にて確認することが出来ます｡

BSI グループジャパン株式会社 〒107-0061 東 京都港区北青山2-12-28 青山ビル5階

有効期限日:　2013/09/29

暄礬・`－ Ｊ 鈩 Ｓ`･ ＠

齊申剛吟 計外
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武雄市長

樋　渡　啓　祐　　様

提出事業者名

代表者名

平成25 年５月24 日

株式会社SHIS

福岡県福岡市博多区博多駅東1-17-1

代表取締役　杉山　隆志

企画提案書の提出について

総務省委託事業「武雄市地域経営型包括支援グラウトモデル実証事業」に関する「武雄市地

域安心・安全情報提供業務事業」受託業者選定に係るプロポーザル方式に基づく企画提案競技に

おける企画提案書等を、下記のとおり提出します。

１

企画提案書

記

８部

提案者所在地：福岡県福岡市博多区博多東1-1  7-1

福岡県東総合庁舎４階オフィス８

担当者氏名：芝川　洋介　　担当部署：福岡オフィス

電話:092-986-2752　FAX : 092-986-2836

連絡先E-mai 1 : shibakawa@siiis. com



『武雄市地域安心・安全情報提供業務』委託事業者の選定について

総務省委託事業『地域経営型包括支援グラウトモデル実証事業』に係る『武雄市地域安心・安全情

報提供業務事業』については、以下に示す事項により、受託を希望する事業者から企画提案書を提出

いただき、それをもとに、市が設置する選定会議で優先交渉者の選定を行い、決定します。

Ｉ

選定会議組織

選定会議委員組織

政策部長 、つながる部長

総務課長 、企画課長、福祉課長

事務局　 つながる部フェイスブック・シティ課

n　 選定の基本的条件 （主要な事項）

１　基本的事項

（１） 総務省委託事業であることに対する十分な理解をもっていること。

（２） 業務遂行にあたり、事業の継続性はもとより実証後に想定される業務に際しても協力

すること。

（３） 武雄市が参加するビッグデータ・オープンデータ活用推進協議会との連携を見据えた

業務推進を行うこと。

（４） 武雄市の行政を理解し、各種情報化施策の推進に協力すること。

２　業務遂行に関すること

（１）業務遂行にあたっては、総務省からの受託者である武雄市との間で綿密な連携をとり、

情報共有を図ること。

（２）プロジェクト管理、進捗管理を厳に行い、定期的な報告業務を行うこと。

Ⅲ　 審 査 項 目及 び 評 価

１　審査項目

（１）受託者に求める要件に関する事項

・総務省委託事業であることに対する十分な理解をもっていること。

・総務省と事業受託者である武雄市との間での協議に協力、参加すること、

・業務遂行にあたり、事業の継続性はもとより実証後に想定される業務に際しても協力する

こととし、事業後５年間を見据えた体制を持つこと。

・武雄市が参加するビッグデータ・オープンデータ活用推進協議会との連携を見据えた業務

推進を行うこと。

１

一 一 一



・武雄市の行政を理解し、各種情報化施策の推進について積極的に協力すること。

・総務省からの受託者である武雄市と連携をとることはもとより、総務省との連携・情報共

有を図ること。

・プロジェクト管理、進捗管理を厳に行い、定期的な報告業務を行うこと。

・仕様書記載の実施内容を請負期間内において遂行可能な体制を組成していること。

・適切な進捗管理を行うことができる十分な体制を確保していること。

･佐賀県内に本社を置くこと。または佐賀県内のIT 関連企業と共同企業体を構成すること。

・情報セキュリティマネジメントに関する認証を得ていること。なお、プライバシーマーク

の取得では要件は満たさない。

※共同企業体の場合は、構成会社のうち最低１社の認証を必須とし、その会社が情報セキ

ュリティの確保について責任を持って対応できる体制となっていること。

・個人情報保護に関する相当程度の知見を有すること。

・地域ポータルサイト及び職員ポータルにおける一定の知見を有すること。

・同規模程度の国の実証事業の参加実績があること。

・地域ポータルサイトにおける企画、コンテンツ作成、サイト構築までの工程を一貫して実

施可能であること。

・本事業の汎用的展開を実施可能な者であり、当該分野に関して継続した活動実績を有する

ものであること。

（２）システム構築に関する事項（提案書評価）

①オープンガバメントプラットフォーム

・情報公開ファイルに対し、職員による操作を行えることとし、メタデータへの追加およ

び検索が行えること

・住所に関する情報の抽出、変換を行うこと

・オープンデータの操作（登録、変更、削除、設定）およびキーワード検索が行えること

②　安心・安全情報提供システム

・取り扱う情報は連携基盤プラットフォームの認証機能およびデータ取得API を利用し、

オープンガバメントプラットフォームから取得すること

・WEBブラウザ上に地図表示を行い、防犯・災害・工事ほか様々な安心安全に関わる情報

および市が保有する法定図書を背景図として表示できること

・住民による防犯、災害、工事ほかの情報の提供を受け付ける機能を持つこと

・システムと市民との情報連携には匿名ではなく実名性が望ましい

・認証した利用者、時間、その他実名利用を促されるような認証機能によって得られるそ

の他情報についてログを記録すること

・汎用プラットフォームとしての構築を行うこと

２



③　職員ポータル

・職員による設定（公開、非公開）が出来、登録・変更・削除・検索を行う画面および処

理機能を提供すること

・指定するユーザに対し、管理者特権を与える機能、特権内容に制限したり停止させる機

能を提供すること

・住民から報告登録など職員が対応すべき事象が生じた場合、メールもしくはメッセージ

機能を利用し担当者へ通知を行うこと

・地図上に公開表示する情報は庁内の意思決定者による認証プロセス（決裁）を介して実

行ができること

・BPM (業務見直し管理）として一般的なワークフロー、プロセス管理の機能を提供し、

今回趣旨の機能とあわせて職員によるシステム利用頻度を高め、業務効率を上げられる

ようにする

④　災害情報提供システム

・組織、ユーザ、施設、倉庫等のマスクデータを作成・更新・削除できること。また、CSV

での一括登録できること

・パソコンや携帯から被災情報や画像を登録し、事案ごとの検索表示・CSVデータ出力が

できること

・消防庁４号様式等、事後報告事務に使用出来る集計を行い、その集計値を編集・保存す

ること

・備蓄物資について、倉庫毎に備蓄情報を管理し在庫管理・情報の一覧表示・CSV 出力を

行うこと。また、地図上に表示すること

・職員に対し一斉に安否確認メールおよび参集指示メールを送信し、職員から報告を受信

できること

⑤　システム共通項目

・システム間連携がとれること

・災害対策を含め、サーバ・ディスクの冗長化を行うこと

・不正アクセス・盗聴その他不正行為に対するネットワークセキュリティ対策を講じてい

ること

・認証とアプリケーション権限管理を行うこと

・成果物に関してはその品質を保証し、管理すること

Ⅳ 評 価 採 点配 分

１次審査（提案書評価）

事業者から提出された提案書について、事務局により書面審査を実施する、こ二では主に

技術的視点から仕様書に提示した要件を満たす提案書になっているかの評価をし、採点を

行う。以下の５つの項目について評価し、満点を120 点、採点の結果８割の評価を得たも

３



のを合格とする。合格した提案については２次審査（プレゼンテーションによる）へ進む

こととする。

①オープンガバメントプラットフォームに関する項目　（25 点）

②安心・安全情報提供システムに関する項目　　　　　（25 点）

③職員ポータルに関する項目　　　　　　　　　　　　 （20 点）

④災害情報提供システムに関する項目　　　　　　　　 （20 点）

⑤システム共通に関する項目　　　　　　　　　　　　 （30点）

２次審査（プレゼンテーション評価）

１次審査を通過した提案について、提案説明を受けるプレゼンテーションを実施する。

すでに１次評価において仕様書に対する事業者提案の技術的な部分については評価採点

済みであるため、プレゼンテーション審査ではおもに、今回事業に対する取組み姿勢や体

制について評価を行う。

総務省委託の実証事業という性格を十分に理解し業務を遂行することはもとより、武雄市

および総務省との連携体制、継続した業務支援が可能かどうかを主眼に、80点満点で評

価を行うこととする。評価項目は以下のとおりとする。

①事業全般（理念、業務遂行、体制等）に関する項目　（30 点）

②受託者に求める要件に関する項目　　　　　　　　　 （50点）

Ｖ　 優 先 交 渉 者 選 定

２次評価（プレゼンテーション評価）を選定委員により行い採点した結果を事務局が取り

まとめ、５名の委員のつけた点数を集計、平均点を算出する。

提案者ごとの平均点を比較し、最高点となった提案者を優先交渉者として選定する。

４



採 点 配 分(1 次: 提案書評価)

①オープンガバメントプラットフォーム

情報公開

ファイル
情報公開ファイルの登録・変更・削除が可能か

情報公開ファイルの非公開の設定・解除ができるか

情報公開ファイルへのメタデータの追加 一変更・削除が出来、全文検索とメタデータ検索が可

能か 10
25住所 住所に関する情報の抽出・変換が行えるか

５

オープン

データ
公開用デ ータの作成が出来るシステムになっているか

オーブンデータの操作（登録・変更・削除）およびキーワード検索が行えるか
10

②安心･安全情報提供システム
データ取得 取り扱う情報は連携基盤プラットフォームの認証機能をおよびデータ取得APIを利用し、オープ

ンガバメントプラットフォームから取得する
５

25

地図表示 旺Bブラウザ上に地図地図表示を行い、利用者への地図拡大縮小および移動を行う機能が提供で
きるか

地図上に防犯・災害・工事ほか様々な安心・安全に関わる情報に含まれる位置情報にに応じて
アイコン表示できるか

市が保有する法定図書を取り込み、背景図として表示できるか
１０

認証･実名性
住民による防犯・災害・工事ほかの情報の提供を受け付ける機能を有するか

住民との情報連携にはモラルハザードの観点から匿名ではなく実名が望ましい。実名性の担保
はとられているか

認証した利用者、時間、その他実名性を促されるような認証機能によって得られる情報につい
てログが採取できるか ５

汎用 性
プラットフォームとして汎用性のあるものとなっているか ５

③職員ポータル
操作 職員が各情報について公開･非公開の設定を行う画面および処理機能が提供されるか

職員が任意の情報の参照･登録･変更･削除を行う画面および処理機能が提供されるか

職員が登録されているファイルについて､ 全文検索やタグ検索を行う画面及び処理機能が提供されるか
５

20

権 限 一制 御
指定ユーザに対して､管理者としての特権を与える機能､ 特権の内容を制限･停止する機能を有するか

５

情報登録 住民からの報告登録など､ 職員として対応すべき事象が生じた場合に､ メールもしくは同様のメッセージ

機能による適切な担当者へ通知が行えるか

日付のある情報について、簡単な操作にて当市導入済みのGoogleカレンダーに書き出しができるか ’

あらかじめ用意されたテンプレートによって､検索情報とあわせて文書を生成する機能を提供されるか

地図上に公開表示する情報について､ 庁内の意思決定者による承認プロセスを挟み込んでの実行が

できるか

安心･安全情報提供システムが提供する情報状態管理機能と連携して､情報の状態変更が行える機能

があるか ５

業務改善 ＢＰＭ本来の用途として､ 一般的なワークフロー､プロセス管理の機能を提供し、今回趣旨の機能とあわ

せて職員によるシステム利用頻度を高め、業務効率を上げりれるか ５



④災害情報提供システム
マスクデータ

組織･ユーザ･施設･倉庫等のマスクデータを作成･更新･削除できるか

組織･ユーザ･施設･備蓄品等のデータをＣＳＶファイル等にて一括登録できるか

PC･ 携帯電囂劭ら 被災地点の住所や通報内容等の情報､および画像ファイルを登録できるか
５

20

データの ‘

表示･ 出 力
被害事案ごとの情報を印刷できるか

被害情報を検索し､条件にあった事案を一覧表示できるか

―覧表示された被害情報をＣＳＶファイルに出力できるか

消防庁4号様式(その2)の様式に合わせて集計し、集計値を編集･保存できるか

PC･ 携帯電囂劭ろ避難場所等の情報(開設情報､ライフライン被災情報､避難者数等)を登録できるか

施設情報を検索し、条件にあった事案を一覧表示できるか

登録された情報の履歴を保持し､参照できるか

一覧表示された施設情報をＣＳＶファイルにて出力できるか ５

備蓄 管理
倉庫ごとに､備蓄物資の入庫･出庫･移動を管理し、在庫数を自動計算できるか

備蓄物品の品目名単位などを自由に入力できるか

入出庫の履歴を保持できるか

備蓄物資情報を検索し､条件にあった情報を一覧表示できるか

―覧表示された備蓄物資の情報をＣＳＶファイルにて出力できるか ５

地図 表示･

職員参 集

メー ル

被害情報､施設情報､倉庫などを地図上に表示できるか

住所フリーワード､駅名、郵便番号等で検索ができるか

職員の携帯電話メールアドレスに対し、一斉に安否確認メールおよび参集指示メールを送信できるか

職員はメールを受信後､IDとパスワードの入力なしに報告がおこなえるか

職員のメールアドレスは画面から閲覧できないような配慮がなされているか

報告の集計結果をＣＳＶファイルで出力できるか ５

⑤システム共通
共通 システム間での連携が図られているか

災害対策としてのサーバおよびディスクの冗長化がとられているか

不正アクセス､盗聴その他不正行為に対するネットワークセキュリティ対策が講じられているか

認証とアプリケーションに対する権限付与が行われる仕組みか

成果物に関してはその品質が保証されており、かつ､ 管理がなされているか

５

５

５

５

１０

30



採 点 配 分(２次:プレゼンテーション評価)

①事業全般

基本理念 総務省委託事業であることに対する十分な理解をもっているか

武雄市の行政・施策を理解し、各種情報化施策の推進に寄与する提案か

総務省と事業受託者である武雄市との間での協議に参加、協力できるか

武雄市が参加するビッグデータ・オーブンデータ活用推進協議会との連携を見据えたものか

10

30
業務遂行 継続性のある事業として提案されているか

無理の無い スケジュール計画となっているか

総務省・他実証団体と連携をし、共通連携基盤の構築が行えるか
10

体制 委託者である武雄市と密な連絡・連携をし川青報共有が可能か

プロジェクト管理、進捗管理を厳に行える体制となっているか

実証後、最低でも5年間の継続した支援体制が構成できているか。また実証後の業務に対しても

協力体制があるか １０

②受託者に求める要件

受託者に

求める要件

当仕様書記載の実施内容を請負期間において遂行可能な体制を組成すること。 ５

50

適切な進捗管理を行うことができる十分な体制を確保すること、 ５
佐賀県内に本社を置くこと、 または、佐賀県内のIT関連企業と共同企業体を構成すること。 ５

情報セキュリティについて、I  SO/I  EC 等国際的な規格群のうち情報セキュリティマネジ

メントに関する認証を得ていること、尚、プライ バシーマークの取得では要件を満たさない、

(共同企業体の場合は、構成会社のうち最低―社の認証を必須とし、その会社が情報セキュリ

ティの確保について責任を持って対応できる体制となっていること)
５

個人情報保護に関する相当程度の知見を有すること、 ５

地域ポータルサイト及び職員 ポータルにおける一定の知見・実績を有すること。 ５

同規模程度の国の実証事業の参加実績があること。 １０
地域ポータルサイトにおける企画、コンテンツ作成、サイト構築までの行程を一貫して実施可

能であること、 ５

本事業の汎用的展開を実施可能な者であり、当該分野に関して継続した活動実績を有するもの

であること、 ５
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